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賃借対照表 単位：千円
資産合計 264,397
　現金及び預金 154,747
　完成土地 3
　開発中土地 109,647
負債資本合計　 264,397
負債合計 550,249
　未払い金 249
　短期借入金 550,000
　固定負債 0
資本合計 ▲ 285,852
　資本金 3,000
　欠損金 ▲ 288,852

　令和２年度事業収益は、保有土地の賃貸等収益による 853 千
円余でした。この額から事業活動に要した販売費及び一般管理費
457 千円余を差し引いた事業利益は 395 千円余で、これに事業外
収益、事業外費用、特別利益と特別損益を計上した結果、当期純
利益は 20,785 千円余の決算となりました。
　欠損金については、市補助金など特別利益を計上したものの、土
地評価額の見直しによる特別損益を計上したことから、2 億 8,885
万円の債務超過の状態となっております。

問　商工観光課　企業立地定住促進係

小諸市土地開発公社　令和２年度の経営状況報告 

　小諸市土地開発公社は、現在保有している土地の売却や有効活
用により、超過債務の解消に努めていきます。

　平成 18 年 8 月 22 日、文豪島崎藤村を縁として、明治学院大
学と小諸市は協働連携に関する基本協定を締結。3 回の更新を経
て 15 年間、様々な取り組みを通じて相互の発展を図ってきました。
　先の延長から 3 年が経過し、協定期間の満期を迎えることから、
連携推進委員会（7/27 開催）において評価等をまとめ、協定期間
を更新することを確認しました。
▶この 3 年間の検証・評価について
　連携事業が目的に沿ったものであるかを連携推進委員会において検証し、小諸市では「相互の発展につな
がる内容となるよう常に見直しを行いつつ、新たな事業の創出にも取り組み、連携を一層深めていきたい」、
明治学院大学では、「各事業が一定の成果を上げている一方で、コロナ禍に起因する新たな課題も浮き彫りに
なっている。オンラインでの協働連携事業を模索し、意義ある連携事業を実現したい」と評価をしました。
　また、アフターコロナの人的交流を伴う事業の実施について、率直な意見や要望も出されました。

問　企画課　企画広報係

明治学院大学との連携協定を更新しました

明治学院大学 白金祭

問　小諸消防署　予防係

住宅火災の主な原因を知りましょう！

　死者が発生した住宅火災の出火原因は、「ストーブ」「コ
ンロ」「たばこ」といった普段から使用しているものが、
大きな割合を占めています。これは、日常のちょっとした
油断が火災の原因になっているということです。
　日々の心掛けを忘れないようにするとともに、もしもの
時に、いち早く火災に気付くことができる「住宅用火災警

報器」を設置することが大切です。


